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バンコク

エカフェ事務局通信

①

沢田秀穂

エカフェというのはインスタントコｰヒｰの一種かとい

う人もいるカミそうではない.エカフェとは国際連合

アジア極東経済委員会の略称でECAFEとかかれる.

ご承知の方も多いであろうか国連の中にはヨｰロッ

パアフリカアジア極東ラテンアメリカ(中南米)

の四つの地域経済委員会があってそれぞれの地域の社

会的経済的発展につとめておりエカフェはそのうちの

アジア極東地域の委員会である.極東という宇カミつけ

加っているのは今の日本人にとってほ少々奇異の感が

あるカミ大体はアジア全域のと考えていい.もっとも

近年オｰストラリアニュｰジｰランド西サモアの三

国が加盟したので区域はオセアニア(大洋州)にまで

ひろがった訳である.インドネシアは一時脱退したが

最近また復帰したから西はイラン北は外蒙古東は西

サモア南はニュｰジランドに至る世界の広大在地域に

存在する23の国がエカフェを構成しその事務局がタイ

国の首都バンコクに現在ある.その事務局の構成をみ

ると事務局長室の中に技術援助係広報係編集係

通訳翻訳係儀典係といった係がある.Divisionとし

ては管理経済調査･計画統計水資源開発工業

･天然資源国際貿易運輸･通信社会事膚農業の

9つがある.各Divisionの人員の構成はいろいろで

Officer(音の日本の高等官以上にあたるともいえよう)

の数でいうとそれぞれ1316662037

65であってこの他にadviserconsu1tant

expertという専門家がおりその数は1967年4月15日現

在(Office･の場合も同じ)工業天然資源6運輸通信7

社会事情1となっている.これらの他にメコン河下流

地域調査調整委員会の事務局とアジアノ･イウェイ運輸技

術局とアジア経済開発計画研修所とカミあって外局のよ

う在形になっている.

さて筆者の所属するMinera1ResourcesDeveIopment

Secti㎝というのは上記の工業天然資源Divisionの中

にある.このDivisionは上に記したように人員の上

からはエカフェ事務局中最大のDiマisi㎝であるか

その中のSectionの数も多く工業調査電力鉱物資

源開発金属･機械小規模工業住宅･建築･計画の

6つのSectiOnがある.

鉱物資源開発Sectionは67年8月末現在で長はオｰ

ストラリア人の石油地質技師L.Stach氏スタッフと

してビノレマ地質調査所の前次長Dr,Phi1ipKyaw

Myntソ連地質省から派遣された地質技師YKazmin

氏シナの広東大李を出て香港の馬鞍{鉄山にっとめ

たことのあるシナ人地質技師W･P･Lee氏および筆者

カミおりこの他工業天然資源Divisionの次長は最

近までこのSectionの長を兼務しエカフェの地質鉱産

関係の仕事の育ての親ともいうべきDr･C･YLiであ

りまたフィリピン鉱山局の首席地質技師であったN.S.

Ferhandez氏がDr.Liのよい助力者と狂っている.ま

た昨年設けられたアジア沿海鉱物資源合同調査調整委員

会の事務局はこのSect三㎝の｡fficeの中にあり酉ドイ

ツフランスから派遣された専門家の事務局員とともに

貝本政府の費用で派遣された地質調査所の佐野課

長がそのスタッフとなっている.
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ECAFE地域各国分布図
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このアジア沿海鉱物資源の調査にっいてはこ

れまで度々本誌上にも紹介されているが第1回

の会合はフィリピンのマニラ郊外のケソンで昨年

5～6月に行なわれその報告書は日本政府によ

り地質調査所の手で印刷された.第2回の会合

は同じく昨年10～11月東京で行なわれその報告

書は台湾のChinesePetroleumCorpor･tionに

よって印刷されている.第3回の会議は本年

6～7月韓国の首都Seou1で行なわれその報

告書は同地で印刷申であり第4回の会議は台北

で本年11月に行たわれた.

エカフェの主催する会合でもう一つ今年中に

行なわれる予定のものにアジアの肥料工業鉱物�
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原料資源セミナｰがある.これは本年12月4周から11

目までバンコクで行なわれる予定で食糧事情がひどく

悪化した地域一だとえばインドｰのあるアジアでは非常

に重要な会合と考えられている.

昨年4月エカフェの総会は決議としてエカフェ事

務局に対しFAOと協力して化学肥料原料の需要と

供給とを調査するように求めこれをうけて同年8月

エカフェの鉱物資源開発小委員会はエカフェ事務局に

肥料原料鉱物資源に関するセミナｰを組織することを要

求した.さらに本年3月エカフェの工業天然資源委

員会は鉱物資源開発の諸計画中このセミナｰの実施を

最優先とし本年後半にセミナｰを行なうように求め

その会議の席上アジアの各国代表はこのセミナｰに対し

大いに興味を示している.さらに本年4月東京で行な

われたエカフェの総会でも事務局の作業中最優先すべ

きであるということになった.さてこのように重要視

されているセミナｰの準備は着々進められていてすで

に出席を考えている国々は本年8月末でオｰストラリラ

台湾インドネシアフィリピンインドマレｰシア

ラオスイラン柱とがある.これらの国女の中にはは

っきり出席をきめ代表の名前を示してきたものまである.

セミナｰの主眼とするところは肥料の原料となる鉱

物の現況と将来の需要を展望し各種の肥料鉱物特に現

在はそのほとんどをエカフェ地域外からの輸入に仰いで

いる燐とカリの資源の調査評価及び開発に用いる方法

と技術とを論じて将来の計画に対ししっかりした基礎

を与え肥料原料鉱物の新しい資源を発見するため将来

強力に調査を行なって補わ狂ければなら狂いような現在

の不思状態に光をあてようというものである.さらに

考克られることはこのセミナｰを開催ナることによっ

てアジア各国の当局者の輿咲をよびおこし肥料鉱物の

稼行可能な鉱床の発見に導く調査を実施しうる技術的罷

カを強化する結果となるだろうというわげである.

現在このセミナｰに予定されている議題としてはエ

カフェ地域各国の各種肥料の現在の需要とエ970年五975

年および1980年における必要額の予測エカフェ地域各

国における主要肥料鉱物の現在の自給度

燐鉱石について

(a)燐鉱床の現在の分布地質環境および分類

(b)各種の近代的方法･技術の調査への応用

1C)調査および予備開発の実例報告

阻)沿海台燐堆積物

カリについて

(乱)カリ鉱床の現在の分布と地質環境

(h)各種の近代的方法1技術の調査への庵煽

硫董について

(乱)硫黄鉱床の地質

(b)近代的方法･技術の調査への応用

その他の肥料原料鉱物調査技術と主要肥料鉱物資源

開発とにおけるエカフェ地域各国間の協力と援助との予

想肥料工業用鉱物原料の開発における国際連合の活動

の展望とエカフェ事務局の行なうべき作業となっている.

こうした色々の会合を開くほかにエカフェの仕事の中

には種序の出版物の発行カミあり地質関係の諸地図の編

集･刊行もその一つである.すでにエカフェ地域の地

質図石油天然ガス地図鉱物分布図が出されていて

いずれも縮尺は5百万分の1である.

地質図は1959年に発行され説明書がついておりイラン

は含まれてい狂い.大きさは6枚1組のものをつ在ぐ

と1.85Xユ.80mとなり多色刷で価格はユ5米ドルでこれ

には陸送料金と包装費が含まれている.編集はインド

地質調査所長が主任と狂りインド測量局が印刷した.

すでに発行以来8年たっていてその後新しく知った資

料を使い改版の準備が進められている.

石油天然ガス地図は1962年の発行でイランを含み説明

書はない.鉱床生産の所在大きさ調査開発の場

所が示され石油天然ガスの他アスファルト油母頁

岩について記されまた製油所送油ガス管の位置も

記入してある.その他これには鉱物燃料の可能性に

関連して地質構造地層も示されている.編集主任

は当初英領ボルネオの地質調査所長であった故ROe博

士でオランダで印刷された.大きさは4枚1組のもの

をっなぐと2,10×1,50mとなり多色刷である.価格

は送料包装料とも王2.50米ドル｡

三番目の鉱物分布図は鉱物産地を記号で示し鉱量

とか調査1開発の位置とかは示されていない｡地質の

記入がある､発行はユ963年でイランを含み説明書

つきで多色刷.編集は日本とインドの地質調査所長

が共同で主任となり印刷は貝本で行たわれた､大き

さは4枚エ組を合わ世ると2.00×1.50皿に匁る｡価格

は送料包装料こみで12.50米ドノレ

この他に現在編集の進行中のものに前マラヤ地質調査

所長の担当する構造地質図日本の地質調査所長担当の

鉱床生成因秘あり水理地質図の作成ぽついては検討中

で重力図は日本とインドダ共同編集責任者となって準

備か進められているなお上記駆出版の三地図は直接下

記から求められる他日本でほ丸善をとおして注文する

ことができるかと思われる:一
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臨ngkok,Thailand

(筆者は元所員現在バン賞クエカフ逝事務局)�


